
摘気開迦一頭
つけじさき’、・恥●適円

鮭鯛骨

、『勒楠が鞍　1

餉飽勧組に￥きざここ

淡島じ動の尉ね鎗

4如拙澗～　吸軒軌

終息細乞羊げ一蹴剤雛両統

卿佃島．射叔師而醜加圧罠、

も祈り暮せ信助．かこし千号し亘

∬削脚
閂
U

、つV．竣甥も馨し
一
嘩息施暦

伽
悪
寒
争
趨
幾
多
瑠

グ
易
呵
ア
ジ
ロ

ム
象
ヒ
癌
草
々

貸
賃
確
で
楽
－
1
．

催
－
が
財
か
山
．
私
た

ち
も
ス
タ
ヤ
フ
ナ
γ
し
て

顔
が
老
ゼ
て
い
た
だ
者

き
（
ノ
佐

倉
好
も
腐
り
て

姦
ハ
仇
薗
乞
ワ
∠
フ
て

す
酪
首
．
オ
フ
が
り
貯

蓄
ヒ
ぼ
っ
Z
〓
象

山
の
傲
琴
ク
ラ
フ

ト
で
∠
リ
．
者
の
芽
の

禾
ク
／
7
仁
多
だ
毛
湯
も

首
も
輝
㌣
か
ぜ
て
＝
芽

し
た

凰
拙
禦
掛
嘗
鷹
番
轟
審
蟄

耳
目
．
舟
鞍
紳
♂
芥

香
芝
－
ぎ
ー
た

誓

妻

三

炭

層

蓋

琴

老

選

姦

し

笹

整

竺

般

濾
頗
ハ
励
声
）
も
屏
須
レ
閣
穿

邑
宴
が
宿
酔
直
弘
も
担
布

告
等
工
昌
老
子
た

品
詞
顔
l
早
雲
ク
F
耐
え

蓼
盈
遅
．
虜
上
海
箸

た
か
の
＜
リ
ポ
ー
ト
右
投
選
。
旧

教
針
子
喜
罪
が
耳
管
材

葛
藤
彦
厳
選
ハ
上
髭
啓
象
）
も

算
入
宮
山
て
‥
芽
孝

各
も
箸
の
ノ
八
、
姦
心

算
協
馨
♂
教
爪
音
京
小

み
箆
星
で
す

∨
ガ
イ
ヨ
シ
ノ
怖

ダ
品
有
望
与
上
京

痺
－
、
l
蛋
ノ
仁
者
つ
タ
卯
．
詔
両

ヒ
換
り
に
訝
な
琶
ん
の
寛
貌
l
暮
濁
．
＝

軒
や
私
三
役
好
努
や
″
人
骨
裾

ク
ラ
彷
ヲ
土
．
ピ
、
／
ア
外
販
′
招

で
湯
わ
ー
亨
1
塩
町
迫
千
与

抑

倉
撃
方
ノ
境
界
ハ
袈
J
g

食
み
素
腰
掛
と
な
廿
俸
ヒ
ん
レ
訪
薩

ぱ
屋
号
・
㌧
．
新

、
ミ
′
昔
が
瑳
薇
音
ね
り

牽
展
帝
都
で
髪
質
書
方
餌
核
馨
し
♂
富

－
て
、
．
言
有
償
に
ヒ
7
て
頻
牛
に
宮
、
乙

が
六
号
∠
解
僻
吉
山
で
い
菅
す

川
．
　
　
　
ヒ
ぎ
ー
か
た
い
ピ
汐

l

1

－

－

1万
貴
弘
＼
＼
真
弓


